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指導事例３ 古典の世界について調べて発表しよう

１ 単元について

第１学期終了時に生徒に授業評価アンケート（資料１）を行ったところ 「今後、授業で教、

えて欲しいこと・学びたいと思うこと」という項目で、敬語、婚姻、人々の生活、物の怪、よ

、 。 、 、り多くの作品を学びたい などの回答が数多く出された そこで 生徒が疑問を持ったことや

興味・関心を持ったことについて 「関連する文章や作品を調べたり読み比べたりする」など、

して、自分自身で調査・考察し、発表することが、内発的動機をさらに高め 「生涯にわたっ、

て古典に親しむ態度を育てること」につながると考え、第２学期に本単元を設定した。

新学習指導要領における「古典講読」は、まとまりのある古典を読み味わうとともに、関連

する文章や作品を調べたり読み比べたりすることや古典の現代語訳などを適切な範囲で取り上

げることなどによって、生涯にわたって古典に親しむ態度を育てることを目指している。この

ように「古典講読」は、生徒の実態や興味・関心に応じて発展的な学習を展開しやすい科目で

ある。

２ 単元の指導目標

(1)班毎に研究テーマについて話し合わせ、テーマを設定させる。

(2)テーマに応じた資料を集めて必要な情報を読み取らせ、調査、考察内容を的確にまとめさせる

などして、テーマについての考えを深めさせる。

(3)他の班の発表の資料の内容を的確に読み取らせ、発表をよく聞いて自分の考えを深めさせる。

３ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

①疑問・興味・関心を持っ ①資料の内容を叙述に即し ①古典の理解に役立てるた
たことについて、自ら進 て読み取っている。 めの資料を調べ、その内
んで調べ、ものの見方、 容を理解し、知識を身に
感じ方、考え方を広げた ②資料から必要な情報を読 付けている。
り深めたりしようとして み取り、ものの見方や考
いる。 え方を広げたり深めたり

している。

＊努力を要する生徒に対する手立て４ 指導と評価の計画（全６時間）

時間 学習活動における評価規準と評価方法次 学習活動 指導上の留意点

一 １ ①単元のテーマ、学習目 ○積極的に意見を述べさせ ‐①、 関心・意欲・態度

標、学習内容、評価の 活発に話し合わせる。 積極的に話し合いに参加

観点等を理解する。 ○適切なテーマを設定させる。 し、テーマを設定しよう

②グループ分けをする。 ○テーマ設定の理由を明確 としている。

③考察するテーマを設定 にさせる。 （学習プリントの記入状況

する。 ＊授業中の助言、授業後の ・自己評価カード資料２

④自己評価する。 面接。 ・観察）
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時間 学習活動における評価規準と評価方法次 学習活動 指導上の留意点

二 ２ ①テーマに応じた資料を ○前時の自己評価の結果を ‐①関心・意欲・態度
図書資料やインターネ 踏まえて、本時の学習に テーマに応じた調査、考〜

３ ットから収集し、必要 ついて助言する。 察をしようとしている。
な情報を選択し、考察 ○テーマに応じた資料を収 （学習プリントの記入状況
した内容を的確にまと 集させる。 ・自己評価票資料２・観
める。 ○テーマに応じた資料から 察）

、②テーマについての考え 必要な情報を読み取らせ
を深める。 調査、考察内容を的確に ‐①読む能力

③自己評価する。 まとめさせる。 テーマに応じた資料から
○テーマについての考えを 必要な情報を読み取り、
深めさせる。 調査、考察内容を的確に【テーマ】

＊授業中の助言、資料の例 まとめている。Ⅰ 平安時代の恋愛と婚姻

示、授業後の面接。 （学習プリントの記入状況Ⅱ 物の怪

・自己評価票資料２・観Ⅲ 名前

察）Ⅳ 敬語

‐①Ⅴ 平安時代の衣食住 知識・理解
、 、Ⅵ 言葉 調査 考察内容を理解し

テーマについての考えを
深めている。

（学習プリントの記入状況・
自己評価票資料２）

三 ４ ①読み取った情報を的確 ○前時の自己評価の結果を ‐①関心・意欲・態度
に活用し、レジュメ 踏まえて、本時の学習に 読み取った情報を的確に
( )・発表原稿を ついて助言する。 活用し、ものの見方や考資料５

作成する。 ○読み取った情報を的確に え方を広げたり深めたり
②自己評価する。 活用させ、レジュメ・発 しようとしている。

表原稿を適切にまとめさ （自己評価票資料２・レジ
せる。 ュメ・発表原稿・観察）

、○レジュメ・発表原稿など
場に応じた言語の使い分
けをさせ、まとめ方を工
夫させる。

＊授業中の助言、授業後の
面接。

四 ５ ①他の班の発表をよく聴 ○前時の自己評価の結果を ‐②読む能力
き、レジュメの内容を 踏まえて、本時の学習に 他の班の発表をよく聴き、
的確に読み取って、古 ついて助言する。 レジュメの内容を的確に
典の世界に関する理解 ○他の班の発表をよく聴か 読み取り、ものの見方や
を深める。 せ、レジュメの内容を的 考え方を広げたり深めた

②自己評価する。 確に読み取らせ、自分の りている。
考えを深めさせる。 （レジュメへのメモ記入状

＊授業中の助言、授業後の 況・自己評価票資料２・
面接。 ・観察）

五 ６ ①レジュメの内容を的確 ○前時の自己評価の結果を ‐②読む能力
に読み取り、より適切 踏まえて、本時の学習に レジュメの内容を的確に
にまとめ、古典の世界 ついて助言する。 読み取り、適切な表現で
に関する理解を深める ○レジュメの内容を的確に まとめ、ものの見方や考。

②自己評価する。 読み取らせ、より適切に え方を深めている。
③授業評価する。 まとめさせて、自分の考 （レジュメへのメモ記入状

えを深めさせる。 況・自己評価票資料２・
＊授業中の助言、授業後の 観察）
面接。
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５ 成果と課題

（１）成果

①主体的な活動場面を取り入れた指導による古典に親しむ態度の形成

生徒は、テーマについて 「話し合い 「調べ 「まとめ 「発表する」という課題解決、 」、 」、 」、

型の学習に、主体的、積極的に取り組んだ。こうした言語活動が、生徒の古典学習に対する

意欲を喚起するのに有効であることが再認識された。また、この学習を通して、これまで以

上に古典に親しむ態度が形成されたことが、自己評価票の自由記述欄の内容(資料３)から見

て取れる。

②自己評価の活用による生徒の変容及び授業改善

学習状況を振り返って自己評価させたり、観察による評価を生かして助言や指導をしたり

した結果、生徒には従来にない変容が見られた。ほとんどの生徒が、授業中に調べきれなか

ったことを放課後図書館で自主的に調べたり、教師に質問したりするようになった。生徒の

中には、発表を伴う調べ学習という条件によって動機付けがなされた者もいただろうが、生

徒が自己の学習活動の状況を理解することによって 「関心・意欲・態度」が形成された様、

子が、自己評価票の自由記述欄の内容(資料３)から見て取れた。

第１時に行った自己評価の記入状況を総合的に見ると 〔Ａ：若干名、Ｂ：過半数、Ｃ：、

なし〕という結果であった。生徒の中には、ワークシートの記入状況が良好で、授業中だけ

でなく放課後なども意欲的に課題に取り組みながらも、謙虚さゆえか、あるいは教師に遠慮

してかＢと自己評価する女子(資料４‐１)が目立った。こうした生徒には、実態を踏まえた

助言を与えたことにより、次時以降は自己を的確に評価することができるようになった。

また、指導の必要がある生徒(資料４‐２)に対しては、授業中に助言をしたり授業後に面

接による助言を行ったりした。次時の授業の導入段階においても、前時の自己評価の結果や

活動の実態を踏まえて、生徒への助言を心掛けた。この繰り返しにより、生徒は主体的に学

習に取り組むようになった。

（２）課題

①評価方法の工夫

第５時の発表の際に相互評価を取り入れ、互いの発表のよい点を認め合うことで、学習の

達成感を味わわせる場面を設けてもよい。

参考文献

・高等学校学習指導要領解説 国語編（平成11年12月） ｐ104 参照
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《古典講読 結果》 資料１授業評価アンケート

１ 授業の難易度について

①易しすぎる ②易しい ③ちょうどよい ④難しい ③難しすぎる

（０） （０） （１５） （８） （０）

２ 授業の進行について

①遅すぎる ②遅い ③ちょうどよい ④速い ⑤速すぎる

（０） （１） （１８） （４） （０）

３ 教師の説明について

①わかりやすくてうまい ②まあまあ ③あまりうまくない ④わかりにくくて下手

（２０） （３） （０） （０）

４ 教師の板書について

①見やすくわかりやすい ②まあまあ ③あまりよくない ④見にくくわかりくい

（１８） （５） （０） （０）

５ 教師の熱意について

①強く感じる ②感じる ③あまり感じない ④まったく感じない

（１８） （５） （０） （０）

６ 授業内容に対する興味・関心について

①とても持った ②持った ③あまり持たなかった ④まったく持たなかった

（１６） （７） （０） （０）

７ 総合評価

①とても高い ②やや高い ③やや低い ④とても低い

（１８） （５） （０） （０）

８ １学期、古典講読の授業を受けての感想（例）

○今まで、古典は難しいし、昔の人が書いた文章なんて分かるわけがないと思っていたけれ

ど、古典をじっくりやってみると、そんなことはないんだと実感しました。授業でやった

作品の中で、私は「桜の精」がとても好きになりました。最初のうちは読んでも意味が全

く分からなかったけれど、授業を通して、内容をしっかりと理解でき、昔の人の恋愛の物

語で、とても感動しました。これからもいろいろな話をちゃんと理解できるように頑張り

たいと思います。特に、敬語が難しいので、敬語についてもっと勉強したいと思います。

○古典は、助動詞とかあって、文章が複雑で、漢字も難しく、読みづらくて大変でした。で

も、何回も音読して、すらすら読めるようになったり、主語がなくて、意味が全く分から

なかった文章を 辞書で調べたりして 口語訳できたときはとてもうれしかったです 桜、 、 。「

の精」を初めて読んだときは、人物名しか分かりませんでしたが、授業を通して、なんと

か、理解することができました。この物語が理解できたことから、古典をおもしろいと感

じるようになり、古典に興味がわきました。

○私は、古典講読の授業を受けるまで、古典は難しいだけの授業だと思っていました。しか

し、実際に授業を受けてみると、確かに難しいのですが、朗読できたときや、本文を訳し

終えて、内容が理解できたときは、とてもうれしくて、その達成感はとてもいいと思いま

す。また、昔の人が書いた物語を読むと、昔の人がどのような考え方をしていたかなどを

知ることができて、とても勉強になりました。私は、古典講読の授業を受けて、古典にと

ても興味を持つことができました。
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資料２自己評価票 １
☆第１時限の目標

古典講読の授業を通して、疑問に思ったこと・興味をひかれたことについて、自ら進んで意見を

述べ、積極的に話し合いに参加して、自分たちの調査・考察するテーマを決定する。

（テーマ設定の理由を明確にすること ）。

項 目 評 価

１ 学習目標・学習内容・必ずやらなければいけないこと・評価の観点 Ａ Ｂ Ｃ

について理解できた。

２ 古典講読の授業を通して、疑問に思ったこと・興味を持ったことに Ａ Ｂ Ｃ

ついて、自ら進んで意見を述べ、積極的に話し合いに参加できた。

３ テーマ設定の理由を明確にし、自分たちの調査・考察するテーマを Ａ Ｂ Ｃ

決定できた。

本時の感想

自己評価票 ２
☆第２時限の目標

テーマに応じて資料を収集し、資料の内容から必要な情報を読み取り、整理してまとめ、テーマ

について自分の考えを持つ。

項 目 評 価

１ テーマに応じて資料を集めることができた。 Ａ Ｂ Ｃ

２ 集めた資料から必要で適切な情報を的確に読みとり、整理してまと Ａ Ｂ Ｃ

めることができた。

３ テーマについて自分の考えを持つことができた。 Ａ Ｂ Ｃ

本時の感想

自己評価票 ３
☆第３時限の目標

調査内容を多角的に分析、判断して、調査してわかったこと、気づいたことを適切にまとめ、も

のの見方や考え方を深める。

項 目 評 価

１ 他の班の発表をよく聞いて、調査内容を多角的に分析することがで Ａ Ｂ Ｃ

きた。

２ 班員全員の調査・考察内容を整理して、調査してわかったこと、気 Ａ Ｂ Ｃ

づいたことを適切にまとめることができた。

３ テーマについて自分の考えを深めることができた。 Ａ Ｂ Ｃ

本時の感想

自己評価票 ４
☆第４時限の目標

、 、 、他の班員たちが資料から読み取った情報を的確に活用し 場に応じた表現を意識して レジュメ

発表原稿を適切にまとめる。

項 目 評 価

１ 他の班員たちが資料から読み取った情報を的確に活用してレジュメ Ａ Ｂ Ｃ

・発表原稿を適切にまとめることができた。

２ レジュメ・発表原稿など、場に応じた言語の使い分けをすることが Ａ Ｂ Ｃ

できた。

３ 工夫してレジュメ・発表原稿をまとめることができた。 Ａ Ｂ Ｃ

本時の感想
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自己評価票 ５
☆第５時限の目標

発表者は、発表内容が聞き手に効果的に伝わるようにする。聞き手は、レジュメの内容を的確に

読み取り、発表をよく聴いて自分の考えを深める。

項 目 評 価

１ レジュメの内容を的確に読み取り、自分の考えを深めることができ Ａ Ｂ Ｃ

た。

２ 他の班の発表をよく聴いて、メモをとることができた。 Ａ Ｂ Ｃ

３ 発表原稿をなるべく見ないで、聞き手に伝わるように発表できた。 Ａ Ｂ Ｃ

本時の感想

自己評価票 ６
☆第６時限の目標

レジュメの内容を的確に読み取り、より適切にまとめて、自分の考えを深める。

項 目 評 価

１ 他の班のレジュメの内容を的確に読み取り、適切にまとめることが Ａ Ｂ Ｃ

できた。

２ 他の班のレジュメの内容を理解し、自分の考えを深めることができ Ａ Ｂ Ｃ

た。

３ この単元の学習を通して 古典に対して より興味・関心を持った Ａ Ｂ Ｃ、 、 。

本単元の感想

資料３生徒の感想の例（ 自己評価票６」から）「

○自分が疑問に思っていたことを、調査・考察・発表する授業をして、毎日遅くまで、図書館

やインターネットで調べたりして、とても勉強になりました。いろいろな調査をして、協力

して調べたことを、たくさんの人に聴いてもらったり、知ってもらえたことに、一番のやり

がいを感じ、達成感も感じました。

○今まで古典のことについて、あまり知らなかったけれど、自分たちで調べたり、みんなが調

べたことを聴いたりして、昔の人たちのことがとてもよくわかりました。これからの古典の

授業では、前よりも、よく考えて口語訳することができると思います。平安時代の人たちの

生活などが知れて、とてもよかったです。

○今回の授業を通して、自分が興味をひかれたことを、調査・考察・発表することで、普段の

授業にはない理解や達成感を得ることができました。これまでは、いつも、疑問に思うこと

があっても、深く調べようとしなっかたので、これからは、疑問に思ったことは自分で調べ

るようにしようと思いました。

○私は、他の班が研究授業で発表した「物の怪」について、興味をひかれました。昔の人が、

「物の怪」について、どのように思っていたのか 「物の怪」とはどのようなものなのか、、

について、もっと知りたいので 「物の怪」がでてくる物語をたくさん読んでみたいと思い、

ました。
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資料４‐１

自己評価のフィードバックの例

（１）助言により的確に自己評価できるようになった例

生徒Ｋ 第１時の自己評価

教師の観察評価：Ａ

・学習プリントの記入

状況が良好である。

・昼休みや放課後も意

欲的に課題に取り組

んでいる。

助言

・実態を踏まえ、到達

目標に照らして、取

り組み状況が「充分

満足」であることを第２時の自己評価

具体的な言葉で伝え

て褒める。

第６時の自己評価
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資料４‐２

（２）生徒・教師共にＢと評価した生徒を、助言によりＡの状況に導いた例

生徒Ｓ 第１時の自己評価

教師の観察評価：Ｂ

・学習プリントの記入

状況がおおむね満足

できる状況である。

・意欲は高くはない。

助言

・実態を踏まえ、到達

目標に照らして、よ

り意欲的な取り組み第４時の自己評価

を促す。

教師の観察評価：Ｂ

・レジュメ・発表原稿

のまとめに意欲的に

取り組んだが、まと

め終わっていない。

助言

・実態を踏まえ、到達

目標に照らして、よ第５時の自己評価

り意欲的な取り組み

を促す。

・学習への取組状況が

改善されたことを褒

める。
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資料５

生徒発表用レジュメ例
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